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理工学術院 

1. 教育改革 

(ア) 2012年 11月計画項目と進捗状況（2013年度報告） 

2012年 11月計画項目 進捗状況（2013年度報告） 

ハーフセメスター制（大学院） 一部実施 

科目の英語化再検討 一部実施 

科目数減尐の再検討 一部実施 

英語教育の教科（英語センター+チュー

トリアルイングリッシュ） 

検討中 

国際コースの検討 G30のプログラムを引き継ぎ実施 

 

(イ) 2014年度計画項目 

 クォーター制（大学院&学部） 

 科目の英語化再検討 

 科目数減尐の再検討 

 英語教育の教科（英語センター+チュートリアルイングリッシュ） 

 国際コースの諸問題の検討 

2. 研究改革 

(ア) 2012年 11月計画項目と進捗状況（2013年度報告） 

2012年 11月計画項目 進捗状況（2013年度報告） 

研究企画戦略室 委員会を毎月定例的に開催して戦略 

の検討 

研究重点教育（戦略枠）制度整備 ほぼ整備環境 

研究所の将来計画 独立研究科関連研究所を含めて検討中 

若手教員の育成・増員 テニュアトラック実施、科研費申請書の

チェック・アドバイス 

 

(イ) 2014年度計画項目 

 研究企画戦略室による研究戦略立案 

 研究所の将来計画総研（理工研&材研）、独立研究科研究所の組織検討 
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 若手教員の育成・増員 

3. 社会貢献改革 

(ア) 2012年 11月計画項目と進捗状況（2013年度報告） 

2012年 11月計画項目 進捗状況（2013年度報告） 

夏休み・春休み前後の貢献活動支援 様々なプログラム紹介 

博士キャリア 博士キャリアセンターの活用・リーディ

ングプログラム実施 

新宿区との連携 地域としての連携協議 

 

(イ) 2014年度計画項目 

 夏休み・春休み前後の貢献活動支援 

 博士キャリアへの支援 

 新宿区との地域連携 

4. 入試制度改革 

(ア) 2012年 11月計画項目と進捗状況（2013年度報告） 

2012年 11月計画項目 進捗状況（2013年度報告） 

一般入試の今後 検討中 

理工学術院アドミッションズオフィス

立案(一般入試以外の入試の理工版入試

センターの立案) 

 

(イ) 2014年度計画項目 

 一般入試の今後 

 理工学術院アドミッションズオフィス立ち上げに向けての検討 

5. 学生支援改革 

(ア) 2012年 11月計画項目と進捗状況（2013年度報告） 

2012年 11月計画項目 進捗状況（2013年度報告） 

博士奨学金の充実 リーディングプログラム、全員に支給 

留学生支援 国際科目の充実、国際教育センターの整
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備 

 

(イ) 2014年度計画項目 

 博士奨学金の充実化 

 留学生支援（国際教育プログラムの実施状況に対応） 

6. 点検・評価改革 

(ア) 2012年 11月計画項目と進捗状況（2013年度報告） 

2012年 11月計画項目 進捗状況（2013年度報告） 

学術院体制の点検・評価 在籍教員数と従来の教育基礎数の関係

を精査した。 

教育の評価 検討中 

 

(イ) 2014年度計画項目 

 学術院体制の点検・評価 

 教育の評価（英語による教育の評価） 

7. その他 

(ア) 2012年 11月計画項目と進捗状況（2013年度報告） 

2012年 11月計画項目 進捗状況（2013年度報告） 

IPSの将来計画 検討中 

材料学科設置 検討中 

学内再配置 耐震改修が終了し、着手 

学費検討 検討中 

テニュアトラック制度 実施（2名採用） 

 

(イ) 2014年度計画項目 

 研究倫理・博士論文に関する諸検討 

 学内再配置（教育専用、教育・研究プロジェクト専用、大型プロジェクト用） 

 学費検討 

 テニュアトラック制度 

 IPSの将来計画 
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 材料学科設置 

基幹理工学部・研究科 

1. 教育改革 

(ア) 2012年 11月計画項目と進捗状況（2013年度報告） 

2012年 11月計画項目 進捗状況（2013年度報告） 

情報系学科・専攻の新設・再編 2014 年 4 月より情報通信学科を新設。

大学院情報理工学専攻を情報理工・情報

通信専攻に再編。 

国際コースの発展と充実 2014 年 9 月入試より、国際コース学生

定員を 10名から 60名に増員。新たに、

電子光システム学科、表現工学科が国際

コースに参加。 

共通科目・副専攻制度 2013 年 4 月より、8 科目の基幹共通科

目および 7 つの副専攻を設置。副専攻

は、2013年度 39名、2014年度は 43名

が登録。 

学部のグローバル化 国際コースの発展と充実を図る一方、日

本人・外国人の区別がないオープンな国

際コースの設立に向けて学部内で議論

を行った。 

 

(イ) 2014年度計画項目 

 電子光システム学科の学科名称変更 

 国際コースの発展と充実 

 学部グローバル化の更なる推進 

 助手・助教配置の見直し 

 学部未進級学生に対する修学支援 
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2. 研究改革 

(ア) 2012年 11月計画項目と進捗状況（2013年度報告） 

2012年 11月計画項目 進捗状況（2013年度報告） 

理・工・芸術分野の連携 PJ構築 基幹理工学研究科内で、ダブルメジャー

制度の導入による研究連携体制の検討

を研究科内部で行った。 

研究所新設・他機関との協力 数学研究所、応用力学研究所（仮称）の

設立に向けた検討を研究科内部で行っ

た。 

本庄キャンパスの有効利用 研究所新設に向けた検討と関連付けて、

本庄キャンパスの有効利用法の議論を

学部・研究科内部で行った。 

 

(イ) 2014年度計画項目 

 基幹理工学研究科内での研究連携体制の構築 

 研究所新設と他機関との協力 

 本庄キャンパスの有効利用 

3. 社会貢献改革 

(ア) 2012年 11月計画項目と進捗状況（2013年度報告） 

2012年 11月計画項目 進捗状況（2013年度報告） 

社会人教育制度の充実と流動化 準備中 

グローバルな授業体制の構築 通常コースと国際コースの学生交流と

単位互換制度の検討。外国人ポスドクを

国際コース担当教員に積極的に採用す

る制度の検討を学部内で行った。 

地域と連携 2013 年度より小田原地区との教育・研

究連携を開始した。2014 年度には台東

区と表現工学科の連携もスタートした。 

 

(イ) 2014年度計画項目 

 社会人教育制度の充実と流動化 

 グローバルな授業体制の構築 
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 地域連携の更なる推進 

 政府国際人材育成プログラムへの協力 

4. 入試制度改革 

(ア) 2012年 11月計画項目と進捗状況（2013年度報告） 

2012年 11月計画項目 進捗状況（2013年度報告） 

学系別入試の導入 2014 年 4 月入試より、3 つの学系別入

試を導入。 

秋学期入試導入への検討 国籍に関係なく国際コースに入学でき

る制度、入試方法の検討を学部内で行っ

た。 

大学院入試の国際化・流動化 検討準備中。 

学部として特徴ある入試の検討 一般入試と以外者入試との人数比率の

検討、入学試験制度の検討、指定校推薦

制度の見直しなどを学部内で行った。 

 

(イ) 2014年度計画項目 

 一般入試制度の再検討 

 以外者入試制度（特に指定校推薦制度）の再検討 

 秋学期入試制度の本格導入に向けての検討 

 大学院入試の国際化・流動化 

5. 学生支援改革 

(ア) 2012年 11月計画項目と進捗状況（2013年度報告） 

2012年 11月計画項目 進捗状況（2013年度報告） 

外国人学生の修学・就職支援 国際コースを担当する助教・助手の設置

に関する検討を行った。 

博士後期課程の学生支援 検討準備中 

 

(イ) 2014年度計画項目 

 外国人学生の修学・就職支援 
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6. 点検・評価改革 

(ア) 2012年 11月計画項目と進捗状況（2013年度報告） 

2012年 11月計画項目 進捗状況（2013年度報告） 

拡大主任会による学部学科の点検 拡大主任会および自己点検・入試教育検

討委員会を頻繁に開催して、点検を行っ

た。 

学生進振調査による学科点検 毎年 3 回以上の学科進級振り分け調査

によって、学生の進級動向を調査し、学

科の運営に反映した。 

 

(イ) 2014年度計画項目 

 拡大主任会および自己点検委員会による学部学科の点検 

創造理工学部・研究科 

1. 教育改革 

(ア) 2012年 11月計画項目と進捗状況（2013年度報告） 

2012年 11月計画項目 進捗状況（2013年度報告） 

分野横断による教育・研究の多様化 完了（創造理工リテラシー改革、戦略的

広報） 

カリキュラムの見直し 一次完了（全学科の状況把握） 

卒業・修了水準の確保 継続作業中（受賞、修論題目一覧 web

公開） 

国際化の推進 随時 

 

(イ) 2014年度計画項目 

 分野横断による教育・研究の多様化（創造理工リテラシーⅡの F.S.） 

 カリキュラムの見直し（科目数の削減検討） 

 卒業・修了水準の確保（受賞、修論題目一覧 web公開） 

 国際化の推進 
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2. 研究改革 

(ア) 2012年 11月計画項目と進捗状況（2013年度報告） 

2012年 11月計画項目 進捗状況（2013年度報告） 

研究フィールドの多元化 一次完了（「創造人」1-5編発刊） 

若手研究者支援・育成 着手 

東アジア（ASEAN+3）重点大学との戦

略的連携強化 

着手 

 

(イ) 2014年度計画項目 

 研究フィールドの多元化（「創造人」6-10編発刊、研究者マピング） 

 若手研究者支援・育成（大学院生エンカレッジプロジェクト導入検討） 

 東アジア（ASEAN+3）重点大学との戦略的連携強化（情報発信・リーフレッ

ト送付） 

3. 社会貢献改革 

(ア) 2012年 11月計画項目と進捗状況（2013年度報告） 

2012年 11月計画項目 進捗状況（2013年度報告） 

創造性の涵養と社会への貢献 完了（HP充実、復興支援指定寄附、招

聘講師／ゲストスピーカー活用） 

学外や地域に開かれた教育・研究交流の

場 

着手 

研究成果の政策化 随時 

卒業生、企業との連携強化 随時 

 

(イ) 2014年度計画項目 

 創造性の涵養と社会への貢献（震災復興支援研究連携） 

 学外や地域に開かれた教育・研究交流の場 

 研究成果の政策化 

 卒業生、企業との連携強化 
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4. 入試制度改革 

(ア) 2012年 11月計画項目と進捗状況（2013年度報告） 

2012年 11月計画項目 進捗状況（2013年度報告） 

2018年問題への対応 継続 

優秀な学生確保 指定校との情報交換の活性化．具体的に

は、説明会、個別相談会の開催 

 

(イ) 2014年度計画項目 

 2018年問題への対応 

 優秀な学生確保（指定校推薦の方式検討、一般入試の得意科目設定の検討な

ど） 

5. 学生支援改革 

(ア) 2012年 11月計画項目と進捗状況（2013年度報告） 

2012年 11月計画項目 進捗状況（2013年度報告） 

多様な学生・人材の交流による人間力強

化 

随時 

 

(イ) 2014年度計画項目 

 多様な学生・人材の交流による人間力強化 

6. 点検・評価改革 

(ア) 2012年 11月計画項目と進捗状況（2013年度報告） 

2012年 11月計画項目 進捗状況（2013年度報告） 

点検評価制度の見直しと新制度の導入 一次完了 

 

(イ) 2014年度計画項目 

 点検評価制度の見直しと新制度の導入（大学基準協会による認証評価結果に

対する対策検討） 
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7. その他 

(ア) 2012年 11月計画項目と進捗状況（2013年度報告） 

2012年 11月計画項目 進捗状況（2013年度報告） 

アイデンティティ確立と教員コミュニ

ティ醸成 

随時 

団塊の世代の後任人事 一次完了 

教務作業の軽減 随時 

 

(イ) 2014年度計画項目 

 アイデンティティ確立と教員コミュニティ醸成 

 団塊の世代の後任人事計画 

 教務作業の軽減 

先進理工学部・研究科 

1. 教育改革 

(ア) 2012年 11月計画項目と進捗状況（2013年度報告） 

2012年 11月計画項目 進捗状況（2013年度報告） 

修士課程における専門コア科目のコー

スワーク再構築 

検討中。学部教育では、理工学基礎実験

1AB の化学系項目 6 つのうち 4 つを完

全リニューアルし、2つを一部改訂、理

工学基礎実験 2B化学系項目 4つ全てを

完全リニューアルした。 

学習効果のチェック機能の標準化

（GPA） 

複数の学科で GPA による成績チェック

を導入した。 

研究スキル等に関する科目設置 本学物性計測センターとの連携による

「先進物性計測演習（オープン科目）」

の新設（2015 年度）を検討中で、シラ

バス、15 回演習内容などにつき担当教

員（古川ほか）と技術職員で作成が進ん

でいる。 

シームレスな科学英語教育 すでに科目は設置済みで継続して検
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討・改善を進めているが、さらに

Discussion Tutorial English 大学院レ

ベル・先進の専門に対応した教材を開発

し（WAS:早稲田大アカデミックソリュ

ーション共同）2015年度開講（1単位、

75名想定）の準備が整った。 

海外学生・若手派遣プログラムの拡大 リーディング専攻では 2014年度の専攻

の開設により本格化を予定。また、「ラ

ボ交換型生命医科学研究コンソーシア

ムの立体展開」が JSPS先端研究拠点事

業に採択され、2014 年度から 5 年間交

流事業を実施予定。 

他に、国際会議参加費補助金:修士学生の

過半が在籍中に海外学会に参加・発表を

実現のため、2万補助、150名枠を想定

し 2015年度より開設予定。 

5年一貫制博士課程 2014 年度の 5 年一貫制博士課程開設の

準備が整った。 

 

(イ) 2014年度計画項目 

 修士課程における専門コア科目のコースワーク再構築。修士課程の修了単位

にオープン科目も認め（予定）ることにより、広い視野を持った学生の育成。 

 実験講義のオンデマンド化による効率的な授業 

 学習効果のチェック機能の標準化（GPA）。 

 研究スキル等に関する科目設置 

 シームレスな科学英語教育 

 海外学生・若手派遣プログラムの拡大 

 5年一貫制博士課程。専攻の開設（在籍者 LD3 11名、LD2 18名、LD1 11名）

による一貫制教育の一層の充実化。 

2. 研究改革 

(ア) 2012年 11月計画項目と進捗状況（2013年度報告） 

2012年 11月計画項目 進捗状況（2013年度報告） 

論文リスト整理と共有（AAA インデッ 各学生個人の業績作成により、研究への
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クス） モーティベーションの向上と就職活動

での利用がはかられた。 

学術活動報告システムの定着（SciVal 

Experts） 

SciVal Experts により世界への研究発

信力が強化された。 

ラボリーダー制度の定着 安全連絡員の制度と合わせて、学生にと

っての自分たちで「研究室の安全衛生を

維持する」という意識付け、就職活動に

おいて、キャリアとしての利用が進ん

だ。 

教員の研究活動に対する表彰 教育に対する表彰は、2014 年度からの

全学のティーチングアワードに参加す

る予定。 

研究「室」サポートの模索 検討中 

 

(イ) 2014年度計画項目 

 論文リスト整理と共有（AAAインデックス） 

 学術活動報告システムの定着（SciVal Experts）と改善。Profile Enhancer

の導入により、業績の記載漏れの尐ない精度の高いデータベースへ。 

 ラボリーダー制度の定着 

 教員の研究活動に対する表彰：ティーチングアワード参加。 

 研究「室」サポートの模索 

3. 社会貢献改革 

(ア) 2012年 11月計画項目と進捗状況（2013年度報告） 

2012年 11月計画項目 進捗状況（2013年度報告） 

卒業・修了生の人名録作成 一部学科（応化）で実施済み。 

サイエンスの啓発活動 各種の学会での小中校生を対象とした

科学啓発活動（国際化学オリンピック

等）に取り組んだ。 

社会的問題に対する活動 研究を通じて社会的問題に対処した。そ

の一例には、環境・エネルギー問題への

取り組みとして、様々な電磁応用機器シ

ステムを対象とした最適化設計技術、太

陽光／風力発電などの再生可能エネル
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ギーの活用技術の開発などが挙げられ

る。 

 

(イ) 2014年度計画項目 

 卒業・修了生の人名録作成 

 サイエンスの啓発活動 

 社会的問題に対する活動 

4. 入試制度改革 

(ア) 2012年 11月計画項目と進捗状況（2013年度報告） 

2012年 11月計画項目 進捗状況（2013年度報告） 

大学院入試、研究室情報の積極的公開

（HP、入試説明会） 

初めて理工キャンパスで入試説明会を

開催した（2013/6）。 

「卒業生に聞く!」を HPに新設した。 

学部入試作業の合理化と入試事故リス

クの軽減 

採点方法の一部が改善された。 

入学後の成績の附属・系属校へのフィー

ドバック 

成績のフィードバックは検討中だが、附

属校教員とのより密接な連携を図って

いる。 

 

(イ) 2014年度計画項目 

 大学院入試、研究室情報の積極的公開（HP、入試説明会） 

 学部入試作業の合理化と入試事故リスクの軽減 

 入学後の成績の附属・系属校へのフィードバック 

5. 学生支援改革 

(ア) 2012年 11月計画項目と進捗状況（2013年度報告） 

2012年 11月計画項目 進捗状況（2013年度報告） 

TA センターの新設、学部 3 年生の TA

登用 

検討中 

博士キャリアセンター等の充実により、

大学院生への就職支援を強化 

就職先情報に関して 12月・3 月の 2回

にわたってキャリアセンターと学生登

録情報の共有を行い、必要に応じて理工
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3学部所有のデータを追加更新すること

でデータの精度向上を図った。 

博士後期課程若手研究者養成奨学金制

度の充実 

検討中 

 

(イ) 2014年度計画項目 

 TAセンターの新設、学部 3年生の TA登用。博士課程学生の TA費倍増を検

討。 

 博士キャリアセンター等の充実により、大学院生への就職支援を強化。キャ

リアアドバイザー新設。 

 博士後期課程若手研究者養成奨学金制度の充実 

6. 点検・評価改革 

(ア) 2012年 11月計画項目と進捗状況（2013年度報告） 

2012年 11月計画項目 進捗状況（2013年度報告） 

産業界とも連携した学外評価委員制度

の新設 

検討中 

 

(イ) 2014年度計画項目 

 産業界とも連携した学外評価委員制度の新設 

7. その他 

(ア) 2012年 11月計画項目と進捗状況（2013年度報告） 

2012年 11月計画項目 進捗状況（2013年度報告） 

生命医療系研究・教育の充実 奈良県立医大との研究医養成（実施中）。 

若手任期制教員の増員（助教） 2015 年度からの助手・助教の増員の検

討を進めている。 

 

(イ) 2014年度計画項目 

 生命医療系研究・教育の充実 

 若手任期制教員の増員（助教） 
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理工学術院総合研究所 

1. 研究改革 

(ア) 2012年 11月計画項目と進捗状況（2013年度報告） 

2012年 11月計画項目 進捗状況（2013年度報告） 

研究戦略機能強化 ・研究企画戦略室の推進 

・流動研究員新制度での研究重点教員

（戦略枠）公募・選考実施 

・研究所の将来計画 

若手研究者の育成 ・アーリーバード事業の定着 

・次席研究員増員（理工学研究所、材料

技術研究所）、研究奨励制度充実（理工

学研究所、材料技術研究所） 

・産業界との人材交流 

産学連携の促進 ・WINeST先端研究者交流会の推進 

 

(イ) 2014年度計画項目 

 研究戦略機能強化 

 研究企画戦略室機能強化 

 研究アクティビティ発信機能強化 

 研究所の将来計画 

 若手研究者の育成 

 アーリーバード事業の拡大（公募対象等） 

 産業界との人材交流 

 産学連携の促進 

 先端研究者交流会の定着 

 理工パートナーズ等との連携 

2. 点検・評価改革 

(ア) 2012年 11月計画項目と進捗状況（2013年度報告） 

2012年 11月計画項目 進捗状況（2013年度報告） 

第三者評価の実施 ・WINeST先端研究者交流会のアドバイ
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ザリーボードに学外有識者を登用 

・研究重点教員選考委員に学外有識者を

登用 

 

(イ) 2014年度計画項目 

 全学研究会議での附置研究所についての議論を踏まえ、事業評価（自己点検）

を実施 

 自己改革機能を強化（事業計画・事業報告の作成） 

国際情報通信研究科 

1. 教育改革 

(ア) 2012年 11月計画項目と進捗状況（2013年度報告） 

2012年 11月計画項目 進捗状況（2013年度報告） 

基幹、理工学術院の国際化と G30 の発

展を目指した情報系再編 

基幹理工にて情報通信研究科新設、情報

理工・情報通信専攻設立の文科省申請し

認可 

Telecom Paris, Essex,スコーラビブレ

オレサンタ、カールスーエ留学生の拡

充、日本人学生の国際化 

海外からの留学生が 70%以上を占めて

いる。一方、日本人学生の海外研修など

による国際化は十分ではない。 

英語カリキュラムの充実 日英バイリンガル授業はほぼ全授業で

提供 

クオータ制の積極導入 数人の教員による積極的利用 

外国インターシップの導入 米国富士通研究所へのインターシップ、

今後も拡大、継続 

 

(イ) 2014年度計画項目 

 日英バイリンガルによる全授業化 

 博士を中心とした国際化教育（今までは清華、国立台湾、漢陽）を東南アジ

アへの展開 
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2. 研究改革 

(ア) 2012年 11月計画項目と進捗状況（2013年度報告） 

2012年 11月計画項目 進捗状況（2013年度報告） 

アジア、欧米との連携 日欧 Green ICN（国プロ）の獲得、国

立台湾大、清華大、漢陽大とのワークシ

ョップを開催した。 

ITU,ISO,IECなど標準化機関との連携 ITU Kaleidoscope での京都開催、ITU

との覚書協定継続締結 

新体制に向けて整備 体制強化のための国プロ、NICT提案と

資金獲得を行った。 

学会役員増強 80%、フェロー率 25% ほぼ達成 

ジャーナル 3件／室、国際会議 9件／室 ほぼ達成 

 

(イ) 2014年度計画項目 

 産学官連携によるイノベイティブな通信ネットワークの共同研究体制 

 アジアだけではなく、欧米を中心とした国際共同開発体制の構築 

 海外も含めたポスドクの受け入れによる研究力の強化 

 異業種との連携による情報通信研究の普遍性への展開 

 外部資金（国プロ等）導入への積極的提案体制の構築 

3. 社会貢献改革 

(ア) 2012年 11月計画項目と進捗状況（2013年度報告） 

2012年 11月計画項目 進捗状況（2013年度報告） 

本庄の利用 2014 年度の GITS の理工との包摂に伴

い、教員は本庄から東京へ移転した。従

って、以降、本庄の利用は十分ではない。 

横須賀リサーチパーク（YRP）の利用 GITI の YRP 活用の提言とプロジェク

ト予算化提案（2013 年度は予算化でき

ず）、2014年度以降別件にて提案継続。 

 

(イ) 2014年度計画項目 

 横須賀リサーチパーク（YRP）への活動活発化 
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4. 入試制度改革 

(ア) 2012年 11月計画項目と進捗状況（2013年度報告） 

2012年 11月計画項目 進捗状況（2013年度報告） 

2013年 9月で最終募集にて、継続した

入試体制 

2013 年 9 月で最終募集を問題なく終了

することができた。 

5. 学生支援改革 

(ア) 2012年 11月計画項目と進捗状況（2013年度報告） 

2012年 11月計画項目 進捗状況（2013年度報告） 

学際コース学生の教育への重点化（研究

よりは多くのコースワークの充実） 

達成した。 

海外インターシップの充実 富士通米国研究所で実施 

国内インターシップの拡充 積極的案内により利用拡大 

 

(イ) 2014年度計画項目 

 海外インターシップの充実 

 国内インターシップの拡充 

6. 点検・評価改革 

(ア) 2012年 11月計画項目と進捗状況（2013年度報告） 

2012年 11月計画項目 進捗状況（2013年度報告） 

FDのための研究会開催 一部の教員にて実施した。 

 

(イ) 2014年度計画項目 

 修士、博士の正規の就学年数での運用 

 FDの研修 
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情報生産システム研究科 

1. 教育改革 

(ア) 2012年 11月計画項目と進捗状況（2013年度報告） 

2012年 11月計画項目 進捗状況（2013年度報告） 

1. グローバルキャンパス構想の実現  

・海外オフィス設置と IPS 関連教員派

遣の可能性を検討 

海外大学の訪問、復旦大学のサマースク

ール準備等を通じて検討を開始した。 

 

(イ) 2014年度計画項目 

1. グローバルキャンパス構想の実現 

 国際連携大学院の検討 

 海外オフィス設置と IPS関連教員派遣の可能性を検討 

2. グローバル人材の育成 

 修士・学部を通した実践的多言語教育 

 大学院／学部一貫教育を通じた教育システムの具体案の検討 

2. 研究改革 

(ア) 2012年 11月計画項目と進捗状況（2013年度報告） 

2012年 11月計画項目 進捗状況（2013年度報告） 

1. 産学連携等を通じた研究活性化・多

元化 

 

・賛助会員企業を募り、修士・博士・研

究員等の研究情報を中心とした冊子の

製作と、賛助会員企業への配付を検討 

・検討を開始した。 

・IPS開催シンポジウム等への企業参加

の検討 

・検討を開始した。 

・賛助金活用法の検討 ・検討を開始した。 

2. 研究環境の高度化・発信力の強化 ・検討を開始した。 

・九州工業大学、九州歯科大学、北九州

市立大学、産業医科大学、早稲田大学、

学研都市管理法人（FAIS）で構成する

・三大学によるカーエレ・自動運転研究

所、産業医大との連携等の実施と検討を

開始した。 
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「北九州医歯工連携研究会」等の地域事

業に対して支援ができる組織作りの検

討 

3. 国際産学研究連携の推進 ・10周年記念 IPS国際シンポジウムの

開催等を通じての検討を開始した。 

・国際産学連携研究センター設置の検討 ・検討を開始した。 

 

(イ) 2014年度計画項目 

1. 産学連携等を通じた研究活性化・多元化 

 賛助会員企業を募り、修士・博士・研究員等の研究情報を中心とした冊

子の製作と、賛助会員企業への配付や協賛金の検討 

 IPS開催シンポジウム等への企業参加の検討 

2. 研究環境の高度化・発信力の強化 

 九州工業大学、九州歯科大学、北九州市立大学、産業医科大学、早稲田

大学、学研都市管理法人（FAIS）で構成する「北九州医歯工連携研究会」

等の地域事業に対して支援ができる組織作りの検討 

3. 国際産学連携の推進 

 国際産学連携センター設置の検討 

3. 社会貢献改革 

(ア) 2012年 11月計画項目と進捗状況（2013年度報告） 

2012年 11月計画項目 進捗状況（2013年度報告） 

1. 社会に開放された教育研究環境の構

築 

 

・学校、企業、地域社会への出前講義拡

充の検討 

・ひびきの祭の参加、留学生同窓会、ス

ーパーサイエンススクールへの協力等

を通じて検討を開始した 

・広く、体験学習を受け入れるシステム

や内容の検討 

・検討を開始した。 

 

(イ) 2014年度計画項目 

1. 社会に開放された教育研究環境の構築 

 学校、企業、地域社会への出前講義拡充の検討 

 広く、体験学習を受け入れるシステムや内容の検討 
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4. 学生支援改革 

(ア) 2014年度計画項目 

1. グローバルキャンパスに対応した生活環境の改善 

 国際化に合わせた学生寮、学生支援拡充の検討、日英中語によるカウン

セリングの開始。 

5. 点検・評価改革 

(ア) 2014年度計画項目 

1. 海外留学生を考慮した教育制度の点検・評価の推進 

 点検、評価項目の検討 

2. 外部評価の推進 

 外部評価委員会設置の検討 

6. その他 

(ア) 2012年 11月計画項目と進捗状況（2013年度報告） 

2012年 11月計画項目 進捗状況（2013年度報告） 

1. 早稲田スピリッツの醸成  

・本部キャンパスと北九州キャンパスと

の相互遠隔講義の実現の可能性、内容、

方法の検討 

検討を開始した。 

・早稲田イベントへの参加についての検

討 

IPS 独自のクラブ活動の開始等を手始

めとして検討を開始した 

 

(イ) 2014年度計画項目 

1. 早稲田スピリッツの醸成 

 早稲田キャンパスと北九州キャンパスとの相互遠隔講義の実現の可能性、

内容、方法の検討 

 早稲田イベントへの参加についての検討 
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環境・エネルギー研究科 

1. 教育改革 

(ア) 2012年 11月計画項目と進捗状況（2013年度報告） 

2012年 11月計画項目 進捗状況（2013年度報告） 

演習・実習科目の教育法の改善 年 2回行う研究科の FDで課題し、改善

策の検討を行った。 

遠隔授業システムの活用 一部の講義科目で、本庄キャンパスと西

早稲田キャンパス間で試行的に活用し

た。また、北京大学とのダブルディグリ

ープログラムでは、北京と結んで一部の

講義 を実施した。 

講義の英語化（講義資料の英語化） G30 等の外国学生が受講する授業で実

施した。 

新たな教育法の試行と開発 修士 1年の演習で Peer learningを実施

した。 

文理融合教育法の検討 環境・エネルギー演習 A、B、環境プラ

ンニング論等の必修科目で、出身学部に

とらわれない班編成のもとに共同で課

題研究やディスカッションを行った。 

 

(イ) 2014年度計画項目 

 教員全員参加による文理融合共同演習の充実 

 地域演習の充実（修士課程 1年） 

 北京大学との DDプログラムの充実 

 国際環境リーダー関連科目の充実 

 授業の英語化の推進 

 FDの充実による改革の推進 
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2. 研究改革 

(ア) 2012年 11月計画項目と進捗状況（2013年度報告） 

2012年 11月計画項目 進捗状況（2013年度報告） 

本庄地域での研究展開 本庄の施設を拠点に地域企業・自治体と

の共同研究を行った。 

企業との研究コンソシアムの推進 本庄財団のプロジェクトへの参加・支援 

を通じて企業・団体・自治体等と活動し

た。 

産学官連携による外部資金の導入 受託・共同研究等、例年と同規模の外部

資金を導入した。 

本学環境分野研究者との連携 環境総合研究センターの研究プロジェ

クト・研究クラスターの他、プロジェク

ト研究所、重点領域研究等を通じて連携

を図った。 

海外研究者の受入れ推進 タイ国立研究所MTEC， 中国北京大学

から研究者を受け入れた。 

 

(イ) 2014年度計画項目 

 自治体や地域企業との連携による実践研究の推進 

 学内外との連携による文理融合研究の展開 

 公的外部資金の導入促進 

 海外研究機関との共同研究（タイ、中国等） 

3. 社会貢献改革 

(ア) 2012年 11月計画項目と進捗状況（2013年度報告） 

2012年 11月計画項目 進捗状況（2013年度報告） 

地域産業、自治体との連携強化 研究活動のみならず、本庄地域をフィー

ルドした授業展開を行い学生レベルで

の連携も強化した。 

本庄財団との連携推進 本庄財団の本庄スマートタウンプロジ

ェクトでは環エネ研の教員が中心にな

り、まちづくりのプロジェクトを展開し

た。 
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研究成果の広報 環境総研設立 10周年記念行事の開催 、

研究成果展示会への出展、HPの活用等

で成果の広報を行った。 

他機関との行事開催の推進 早大モビリティシンポジウムの開催，こ

どもエコクラブ全国大会の協賛等を行

った。 

 

(イ) 2014年度計画項目 

 地域（本庄、企業、被災地等）との連携・支援実践 

 公開シンポジウムの開催推進 

 公開本庄ユニラブの開催 

 本庄国際リサーチパークの活動への協力 

4. 入試制度改革 

(ア) 2012年 11月計画項目と進捗状況（2013年度報告） 

2012年 11月計画項目 進捗状況（2013年度報告） 

理工学術院の学科からの受入れ 総合機械工学科からの学内推薦を中心

に受け入れた。 

本学他学部から受入れ活動の推進 学内推薦を中心に受入の推進を図った。 

一般入試の広報推進 HPでの広報を中心に行った。その他、

説明会の開催、駅看板、ポスターの貼付

を実施した。 

研究科、研究者 HPの充実、英語化 既に実施済であるが、研究者 HPはさら

に充実する必要がある。 

 

(イ) 2014年度計画項目 

 他学科、他学部からの進入の促進 

 学内外への入試情報の提供促進（HPの充実） 

 AO入試での優秀な学生の受け入れ促進 

 社会人入学の促進 
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5. 学生支援改革 

(ア) 2012年 11月計画項目と進捗状況（2013年度報告） 

2012年 11月計画項目 進捗状況（2013年度報告） 

奨学制度の充実 学内外の奨学制度の広報を実施した。 

博士課程学生の経済的支援の充実 奨学金の案内、TA や研究補助者への採

用等を行った 。 

就職、キャリアアップ支援 企業との間で既に実施した。 

修士のインターンシップの推進 研究科設置当初から単位化し、国際環境

リーダー認定条件の一つにするなど、参

加を推進した 。 

 

(イ) 2014年度計画項目 

 各種奨学金の案内 

 博士課程学生への経済的支援の充実 

 修士課程学生のインターンシップの促進 

6. 点検・評価改革 

(ア) 2012年 11月計画項目と進捗状況（2013年度報告） 

2012年 11月計画項目 進捗状況（2013年度報告） 

ファカルティ・ディベロプメントの実施 年 2 回、教育法等について検討してい

る 。 

教育法の有効性の検討 FD の他、独自の学生アンケートも参考

に検討した。 

卒業生の活躍実態の調査 各研究室での把握にとどまっている。 

自己評価・外部評価（企業の評価） 研究会への学外参加者からの意見聴取

は行っているが、制度整備が必要であ

る。 

 

(イ) 2014年度計画項目 

 FDによる自己点検の充実 

 招聘研究員等からの意見聴取 

以上 


